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心理学における欲求概念の

再検討のための序説

待 田 昌 二

1.欲 求 を再 検 討 す る必 要 性

社会主義 的経済体 制 の国家 も資本主義 的(自 由主義)経 済 シス テム を取 り入

れ るように な り、 グ ローバ ル化 とい う言葉が 示す よ うに世界規模 で 資本主義 経

済体制へ の流 れが進 んでい る。 日本 は明治以 降基本 的 には資本 主義 的経済体 制

であ ったが、国家 に よる統 制 ・規制が強 い特殊 な経済 メカニ ズム であ るように

も語 られて きた。 しか しそ の 日本 にお いて も、規 制や統制 を緩和 し、 で きるだ

け市場 メカニズム に任せ る動 きが進 んでい る。 この ような流 れの 中、経済学 者

の佐伯啓思 は資本 主義 とその意味 を再考 した上で 「資本主義 とは企業 活動 の資

本投 資に よる無限の経済 の拡張運動」 と定義 し、 さ らに 「企業 がマ ーケテ ィ ン

グ を行 い、新 製品 を導入 し、事業 を拡張 しよ うとす るのは利潤 を得 られる と期

待 で きるためだ。 しか し、利潤 は 自動 的に発 生す る ものではない。利潤が発 生

す るためには まず売 れ なけ ればな らない。 だか ら企 業が事 業 を拡 張 しよう とす

るその先 に は、人 々の欲 望の拡張が なければ な らない。」 と し 「資本 主義 とは、

人 々の欲望 を拡張 し、 それ に対 して物 的な(あ るい は商 品 とい う)か たち をた

えずあた えて ゆ く運動 だ とい って よかろ う。」(佐 伯,1993P.74)と 述べ てい

る。佐伯 は2冊 の著 書 に わたって、 資本主義 を欲 望の拡張 とい う視 点 か ら論 じ

ている(佐 伯,1993,2000)。 佐伯の ように正 面か ら本格的 に論 じるこ とは必 ず

しも多 くないが、現 在 の経 済体制が欲望 や欲 求 を拡 張す る ものであ る とい う発

言 は 日常 的な もの であ る と言 って も良 いだ ろ う。

日本 を含 む先進諸 国 にお ける経済 は、生産 す る側 の能力 に よ り規定 されてい

る とい うよ り、消 費者 の欲 求 に応 え る形 で生 産 され る とい う側面 が大 きい。 ま

た、多 くの人 間に とって物 や サー ビスの購買 が生活 において重要 な位置 を占め
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て い る。 この よ うな点 か ら、現代 の社 会 を特 徴付 けるのが消 費社 会 とい う言葉

で あ るのは当然 とい えるだ ろ う。佐伯(1993)が 述べ る ように、現代 の消費社

会 は消 費者が 自由に 自分の好 みの もの を選択 す る シス テムで もな く、企 業が宣

伝 と販 売力 に よって消 費者 に強引 にモノ を売 りつ ける ことだけで説 明で きる も

ので は ない。佐伯 は、 「企業 と消 費者 の共犯 に なる トー タルな運動 なの である。

そ の両者 が結合 して欲 望の フロ ンテ ィア を拡 張 してゆこ うとす る運動 なのであ

る。」(P.74)と 述べてい る。

一 方、 欲望 や欲 求の拡 張 は現代社会 の大 きな問題の 一つ と して捉 え られてい

る。 これは、 マス コ ミにおい て頻繁 に言及 され る点で あ るが、 ここで は心 の問

題 を扱 う専 門職 であ る精 神科 医の発 言 を紹介 してお く。町沢(2000)は 「消 費

社 会 で はモ ノが 豊富 に作 られ ます。そ れ は多 くの人 に買 って も らえな ければ、

多 くの会 社や店 は潰 れ て しまい ますか ら、 モノ を買わせ るための コマ ー シャル

や広 告が どん どん作 られ、私 たちの購 買意欲 をそそってい ます。」(p.123)と し

て、 その ような消費社 会 がつ まる ところ境界性 人格 障害 を生み 出 し、 また、 い

くつ かの凶悪事件 は 「成熟 した消費社 会 の中で過保護 に育 ち、 自分 の欲望や衝

動 を コン トロールで きな くなった人 間が破滅 した典型 といえます。」(Pユ25)と

述 べ てい る。 これは、 内容 の当否 は ともか く、典 型的 な発 言 と言 え るの ではな

いだ ろ うか。 また、現代 社会 の問題点 を簡潔 に まとめてい る信 田(2000)を 引

用 してお く。信 田はア ル コール依存症 のメカニズム を一般向 けに説 明 してい く

中で、 アルコー ル問題 は資本主義の勃興発展 とともに深刻化 してい った と述べ、

さ らに消 費社 会 におけ るセル フコン トールにつ いて 「資本 主義 は物 の大量生産

を可能 に した。物が溢 れ、消 費が喚起 され る ことで資本 主義経 済 は発展 してい

く。人 には有 り余 る物 に囲 まれ なが ら、欲望が絶 えず喚起 され なが ら も決 して

欲 望 の ままに行 動 しな い とい うセル フコ ン トロールが何 より要 求 され る。た え

ざる 自己点検r自 己観察 す る 自己、い わゆる 『再帰的 自己』の形成 であ る。 と

すれ ば、 人間が長 い歴 史 を通 して一 貫 して望 ん で きた、物 が溢 れ る 『豊か さ』

こそが セル フコ ン トロー ル を要求 して い くこ とになる。 この困難 さを近代 に生

きる人々 は背負 ってい るのだ。」(PP.152-153)と 述べてい る。

現代 の 日本 で は経 済活 動 の国や 自治体 による規制 ・統制 は撤廃 し、 国や 自治
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体 に よるサー ビス もで きるだけ市 場 メカニズ ムに委 ね る流 れが 強 まってい る。

市 場 メカニズム とは、す なわち、生 産 ・販売者側 に よる消費者 の欲 求の掘 り起

こ し ・創造 と消 費者が欲 求 を満 た して くれ る商 品やサー ビスを求 めつづ け るこ

と、で あ る。 しか・し一方で 、欲求 の拡張が憂 え られ コン トロールの必要性 が叫

ばれ る とい う矛盾 した状 況 にあ る。 この矛 盾 した状況 を考 えてい くた め には、

自明 な ものであ るかの ように扱 われそれ 自体 の議 論が不 足 してい る欲望 ・欲 求

とは何 か を考 える ことが必 要である。

2.心 理 学 は欲 望 ・欲 求 を どの よ うに捉 え て い る か

欲求 ・欲 望が人 間心理 を表す言葉 であ る こ とを思 えば、欲求 ・欲望が どの よ

うな存在 であ るのか説 明す るこ とは心理学 に期待 されるべ きことだ ろ う。 しか

し、佐伯 は欲望 につ いての考察 にお いて、心 理学者 に よる説 明 と してはマズ ロ

ー(Maslow
,A.H.)の ・欲求 階層説(佐 伯 は欲望段階説 と呼んでいる)を 挙 げなが

ら も、 あ ま り納 得 で きな い説 と して い る。 む しろ、 哲 学 者 で あ る ジ ンメ ル

(Sirnmel,G.)や ジラール(Girard,幻 の欲望論 の説明 に多 くを割い てい る。 こ

れ は、佐伯 が心理学 をあ ま り知 らないためだ ろ うか、 あ るいは心 理学 に よる欲

求 ・欲望の説明に見 るべ きものが無 かったためだ ろうか。

そ こで まず、現在 の 日本 の心理学 において欲 望 ・欲求 が どの よ うに捉 え られ

て い るか を、心理学辞典 及 び心理学概論書 によって見 てい く。辞 典 及び概 論書

は多 数 あるが、本論 では主 に以下 の5冊 の記述 について検 討 して い く。 日本 の

心 理学 者 に よる本格 的 な心 理学辞 典 として は最 も新 しい有斐 閣版 心理 学辞 典

(中島他,1999)、200頁 か ら300頁 程度 が一一般 的 な大学生 向け心理学概論 書(テ

キス ト)の 中で も異例の大部(592頁)で あ り心 理学系 の学生 向けの最新 の概論

書一つ(無 藤 ・森 ・遠藤 ・玉瀬,2004)、 版 を重 ねてお り影響力 の大 きい と思 わ

れ る大学生 向け心理学概論書 の最新改訂版(今 田 ・賀集 ・宮田,2003;鹿 取 ・杉

本f2004)で あ る。加 えて、心 理学全般 を対象 に テーマ ごとに解 説 を掲 載 して

いるハ ン ドブック(中 島 ・繁桝 ・箱 田r2005)を 取 り上 げる。 これ は30年 以上

にわたって心理学系 大学生 ・大 学院生の ための代 表的 な参 考図書 の一つで あ っ

たハ ン ドブ ックの新版 であ る。
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日常 的 に使 われて いる人の心理 を表す言葉 が、心理学 の学 問的文 脈で は使 わ

れ てい ないか あるい は異 なる意味で使 われ てい るこ とは多 いが、欲 望 とい う語

はそ の代 表 的な例 であろ う。 例えば、有斐 閣版心理学辞典で は欲望(desire)は

見 出 し語で あるが、 「何 らか の目標 を得 ようとす る際 の内的状態。要 求ない し欲

求 とほぼ同義 の用語 であ るが,こ の状 態が無 意識 的 な もので はな く,意 識 され

てい るこ とを強調 す る場合 に用い られ ることがあ る。」 と しか説明お らず、内容

の解 説 は 「欲 求(need)」 にお いて なされて いる。 また、無藤他(2004)、 今 田

他(2003)、 鹿取 ・杉 本(2004)、 中 島他(2005)で は欲望 とい う語 は事項 索引

に ない。 この ように欲 望 とい う語 は現在 の心理学 では専 門用語 としてほ とん ど

使 用 されていないので、以下の論議 では欲 求 とい う語 のみ を用 いる。

欲 求 とい う語 は心理学 にお いて 「行動 を駆 り立 て られる過程(動 機づ け)を

表 す言葉 の一 つで,行 動 を発現 させ る内的状 態 をい う。」(有 斐 閣版心理学辞 典)

や 「人 の内部 にあ って、人 の行動 を引 き起 こす もの」(無 藤他,2004p.192)

と説 明 され てお り、 日常 的 に使 う意味 と大 きな差 は無 い とい えるの ではないだ

ろ うか。 ただ心理 学 において は、欲求 とい う語が何 か を したい とい う心理 を説

明す るため の中心概念 とは言 えない。何 か を したい とい う気 持 ちに なるこ とを

詳細 に見 て いけば、 人 の内部か ら出て くるだけで な く、外 部 にある刺 激の影響

を受 け る とともに、 認知、 学習、情 動 とい った様 々な心的概 念が 関係 して いる

と考 え られ るためであ る。例 えば、行 動の生起 をで きるだ け経験 に よる行動 の

変容 、 す なわち学習 で説明 しようとす る学習心理学 におい ては欲求 とい うよ う

な概 念 を用 いず に、 で きるだけ行動 の生起 を学習 の問題に還 元 して説 明 しよ う

とす る(加 川,1997)。 この ように立場 による違 いが ある とは言 え、心 理学 で は

一一般 的 に 「行 動 を一定の方 向に向けて生起 させ ,持 続 させ る過程」(有 斐閣版心

理学 辞典)を 捉 える語 と して動機づ け(motivation)が 用い られてい る。そのた

め、 欲求 とい う語 は最 近の大学生 向け心 理学教科書 の章立 てにおい て独立 して

い る ことはほ とん どな く 「動機づ け」 また は動機づ け とい う語 を含 む章題 のな

か で紹介 されている。

心 理学 の概 論書 にお いて動 機づ けを含 む章 が どの ような構成 に なってい るか

を見 てい く。無藤 他(2004)で は全24章 の うちの一 つの章 と して 「動機づ け」
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が置かれている。彼 らは、 「人の内部 にあ って、人の行動 を引 き起 こす もの を欲

求 または動 因 とい う。欲 求 の中で も飢 えや渇 きに よるものや、睡 眠、排 泄 な ど

の生理 的欲求 は、 あ る程 度誰 に も共通 してい る ものであ り、人 間 に とって きわ

めて基本的 な欲求である。」(P.192)と し、生理 的欲求 は一次的欲 求 とも呼 ばれ

るこ とと一次 的欲求 が満 た され るこ とによって生 じる心 理社 会的 な二次 的欲 求

が ある と述べ ている。そ して、 マズ ローの欲求 階層 説 を紹介 し、欲 求階層 説の

枠 組み に沿 いなが ら低 次か ら高 次へ と様 々な欲求 を紹介 し、最後 に 自己実現 の

欲 求 を紹介 している。

今 田他(2003)で は全12章 の一つ として 「動機づ け」が置か れて いる。動機

を、正常 に生 きてい くため には充足 され なければ な らず生得 的 で個体 差が無 い

基 本 的動機 と、基本 的動 機 を土台 に してそ の上 に経験 を通 して獲 得 される派 生

的動機 に分 け、 それ ぞれ を さ らに分類 して よ り詳 し く説 明 して い る。そ して、

章 の最後 に動機相 互 間の関係 の説 明 としてマズ ロー の欲求 階層説(今 田他 は、

動機の ピラミッ ドと呼んでいる)を 説明 して締め く くっている。

鹿取 ・杉本(2004)で は全10章 の一つ として 「動 機づ け ・情動」 とい う章が

設 け られてお り、基 本的 な動機 づけ として生存 に とって不 可欠 な食 の動機 づけ

と種 族維持 に とって不 可欠 な性 の動機づけ につ いて述べ るこ とか ら始 まってい

る。 そ して基本 的情 動 につ いて述べ た後、親和動機 づけ4活 動 と探索 の動機 づ

け、達成 と自己実現 の動 機づ けの順 で紹介 されてい る。そ して、 自己実現 の動

機づけの項 においてマズ ローの考 え方が紹介 されてい る。

中島他(2005)は 全14章 か らな り 「感情 ・動機づ け」 の章が設 け られている。

大学 での講義 での使 用 を想定 した心理学概 論書 とは異 な り、試験 で の論述 問題

の ような形式 の質問 を設定 し、その質問 に答 える形 で心 理学の概 念 を説 明 して

い る。動 機 づけ ・欲 求 につ いて は 「動機 づ けの概 念」 「動 機 づ け研 究 の歴 史」

「一次的欲求」「二次 的欲求 とその獲 得」な ど11の 見 出しで解 説 され、 「自己実現

の理論」 としてマズ ローの欲求 階層説が紹介 されてい る。

今 田他(2003)は 上記 の章 にお いて欲求 とい う語 は用い ていず、 動機 とい う

語 を用 いてい る。 鹿取 ・杉 本(2004>も また欲 求 とい う語 は用 いてお らず 、動

機づ けまたは要求 とい う語 に置 き換 えてい る。 しか し、無藤 他(2004)、 中 島他
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(2005)で マズ ローの 自己実現 の欲求 と呼 ばれてい る ものが、 自己実現 の動機 、

自己実現 の動機 づ け とそれ ぞれ置 き換 え られて いる こ とか らも分 か る ように、

語 が指 し示 す 内容 にはほ とん ど差 が無 い。 また、取 り上 げ られて いる欲求 の種

類 や欲 求 以外 の概念 との関連性 の説明 は多少異 なる もの の、食 や性 の欲求(動

機)の 生 理学的仕組 み の説 明か ら始 ま り達成 の欲 求、 自己実現 の欲 求へ と進 む

とい う流 れは共通 してい る。

この ように見 て い くとマズ ローの欲 求 階層説 は最近 の心理学概論 書の動 機づ

けの章 においてほ とん ど必 ず取 り上げ られてお り、 なおかつい くつかの概 論書

におい ては様 々 な種類 の人 間の動機づ け を説明す る代表 的 な理 論 として扱 われ

てい る。 この よ うな現状 を考 えれば、上 述 した ように佐伯 が心 理学 にお ける代

表 的 な考 え方 としてマ ズ ローの欲 求階層 説 を挙 げた ことは理解 で きる こ とであ

る。 しか し、マ ズ ローの欲 求階層説 は約50年 前 に提 出 されてい る。 その後 マズ

ローは 自身の考 えを発展 させ"Motivationandpersonality"に まとめているが・ こ

の著書 の改訂版 で さえ30年 以上前 に出版 されてい る。近年 の動 機づ け研 究 は ど

うなってい るのか。

鹿毛(2004)は 、心理 学 にお ける動機 づ け理 論 は認知、情動、 欲求そ れぞれ

を重視 す る3つ の理 論群 に大別 で きる と述べ てい る。そ して、 その うちの欲求

論 的アプ ローチ をわれ われが もつ動機 づ けに関す る素朴概 念 に近 い考 え方 であ

り、比較 的 わか りやす い とい う長所があ る と し、欲 求論的 アプローチの中 で最

も著名 な もの としてマズ ローの欲 求階層説 を挙 げている。 しか し、今 日の研 究

動 向において はむ しろ傍流 である と述べ ている。 これは、欲 求 自体 を心 理現象

として具体 的 に記述 す る ことが 困難であ り、実験研究 の狙 上 に載 りに くい欠点

が あるためだ としてい る。鹿毛 は、近年 の動機づ け研究 は認知的 アプ ローチが

主流で あ る とし、 これ は端 的には、 自分 自身や周 囲の人 や物w行 為 に対 してわ

れ われが行 う意味づ けの過程 で生 まれ る信念(beliefが 動機づ け を規定す る と

考 える立場 だ と述 べ てい る。彼 は、今 日の動機づ け理論 は精緻化 す る一方で局

所 的 な説 明 に終始 し小 型化す る傾 向が見 られ、動機づ け一般 につ いて論 じよう

とす るグ ラン ドセ オ リー ではない としてい る。鹿毛 は、動機づ けのグラ ン ドセ

オ リー と呼べ る もの として フロイ ト(Freud,S)の 力動的パ ーソナ リティー理論、



ハル(Hul1,C.L)の 動 因理論、 マ レー(Murray,H.A.)の 欲求論・マズ ローの欲

求階層説、 ア トキ ンソ ン(Atkinson,J、W.)の 達成動機 づ け理論 を挙 げ・ ア トキ

ンソ ンの達 成動機づ け理論 が最後の グ ラン ドセオ リー と言 え るのか も しれない

としてい る。 ア トキ ンソンの理 論で さえ1964年 に発表 された ものである。

これ らグ ラン ドセオ リー とされ ている ものの内、 フロイ トの理論 とハ ルの理

論 は動機づ けの研究 をもっぱ ら支配 して きた とい う意見 もあ る(Weiner,1980)。

しか し、彼 らの理論 は人間の心理や行動 その もの を説 明 しよう とした もので あ

り、動機 づ けの枠組 み に収 まる もので はない。心理学概論書 において は。 フロ

イ トの理論 は、む しろ、パー ソナ リテ ィーや心 の適応 ・臨床 を扱 った 章 にお い

て紹介 され、ハ ルの理論 は学習 を扱 った章 で紹介 され ることが多い。心 理学 の

概論書 にお いて、 認知や情動 は動機づ け とは独 立 した章立てで取 り扱 われ るの

が一 般 的 なので、動機 づ けの章 におい てはや は り欲 求が 中心 的な話 題 とな る。

しか しなが ら上述 した ように、近年 の基礎系 の心理 学 において欲求 は研 究対象

とな るこ との少 ない概 念で あるため、マ レーやマズ ローが未だ に取 り上げ られ

てい るので はないだ ろ うか。 人間の基本的欲 求 は何 か検討 し、 さらに進 んで 階

層性 といった欲求の性質 につ いて考 察 してい くとい う より、欲求 とい う概 念 を

で きるだけ使 わず に人 間が行動 を起 こす過程 を説 明 してい こ うとしてい るのが

心理 学 におけ る現状 といえ るだ ろう。か とい って、心 理学か ら、欲求 、欲望 に

代 わ る概 念 が提起 さ れ社会 に広 く受 け入 れ られて い るわけ で はな いの は・欲

望 ・欲求 とい う語 が 日常 的 に使 われ ているだけで な く、現代 社会 を論 じる心 理

学以外 の専 門家 に使 われてい るこ とか ら明 らかであ る。筆者 の最終 的 な 目的 は

心 理学 と心理 学以外 の このギ ャ ップを埋め、現代社 会特 に消費社会 にお ける欲

求 とい う問題 を考 える有効 な視座 を提示す ることであ る。 しか し、 これ は簡単

なことではない。

多 少 の用 語 の違 いが あ るに して も、 欲求 に関す る記述 にお いて一 次 的欲 求

(あるいは基本 的欲 求、基本 的動機)と 二次的欲求(派 生 的欲 求、派生 的動機)

とい う分類 が共通 して見 られ る。社会 の中で学 習の プ ロセス に よって形成 され

る二次 的欲 求 はそれ こそ無数 にあ りえ るし実 際多様 である。本論 で は まず、 一

次 的欲求 と呼 ばれてい る欲求 が どの ように捉 え られ ているか を見 てい きなが ら
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欲求概念 の再検討 を行 なってい きたい。

3.一 次 的 欲 求(primaryneed)

欲 求 とい う語 を用 い るか どうか は別 に して も、動物 が動 いて外界 に関 わろ う

とす る何 らかの傾 向 を生得 的 に持 ってい るこ と、特 定 の刺激 に対す る生得 的 な

選好 が あ る こ とは行 動主義 心理学者 であ って も認 め るだ ろ う。そ うで ない と、

オペ ラ ン ト行動 自体 が起 きない し学 習 も成立 しない。動機づ けの文脈 で は、す

でに述べ た ように、 内発 的で生得 的 な欲求 は.__.次的欲 求、基本 的欲求 、基 本的

動機 といった語 で語 られる。 これ らはほ とん ど同 じ概念 であ り、.__.次的欲 求 と

言 う用 語が もっ と もよ く使 わ れてい るので、本論 にお いて もこの語 を用 い る。

有斐 閣版心理学辞 典 では見 出 し語 として取 り上 げ られ、「生得的 に備 わ ってい る

基 本 的欲求 の こ とをさ し,経 験 に よ り形成 される二次 的欲 求 と対比 される。 具

体 的 には,ま ず飢 えや渇 きの欲求,排 泄 や睡眠の欲求 の ような生理 的欲求が あ

げ られ る。 これ らの生起 は身体内部 の状態 を一定 に維持す る仕組 であ るホメオ

ス タシス に規 定 され る。ほか に内発性 の欲 求 としてs接 触 の快 を求 め る欲 求 や

刺激 を求め る欲 求,探 索や 活動の欲 求 も生得 的 な もので.__.次的欲求 と して位置

づ け られる。」 と記述 されてい る。無藤他(2004)は 「生理 的欲求 は人 の生存 に

不可欠 なものであ り、一次的欲求 とも呼 ばれ ている。」(P.192)と 述べ てい るが 、

本論 で は有斐 閣版心 理学辞典 にある よ うに生理 的欲 求 は一 次的欲求 の一部 と し

て考 える。生理 的欲 求 は一次 的欲求 の主要 な ものであ ることは どの概 論書 にお

いて も共通 しているので、本 論ではまず生理的欲求か ら検討 してい きたい。

飲食 の欲 求 あるい は動機 づ けの説 明 におい ては、心理学 の概 論書 にお いて も

当然 の ことなが ら無 意識的 に働 いてい る生 理学的 な仕組みが か な り詳 し く述べ

られている(今 田他,2003、 中島他,2005)。 また、心理学の概論書において生理

的欲 求 につ い て説 明 され る ときに は必 ず とい って よい ほ どホ メ オ ス タ シス

(homeostasis)と い う語 が出て くる。 ホメオス タシス は生理学 的概念 であ り、 身

体 内部 の状 態 を一定 に維持す る身体 的な仕組 み を指 す。例 えば、 身体 の中で糖

分 が不足 した場合 には血糖 値 を一定 に保 とうとす る様 々 な身体 的反応 が起 きる

が、その一つが 身体外 か ら糖 分 を補給 しようとす る反応 であ り、食 の欲 求が生
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起す る ことになる。 そのため食行動 はホメオス タシス性 の欲求(無 藤他,2004)

あるい はホメオス タシス性 の動機づ け(鹿 取 ・杉本,2004)と 呼 ばれ る。 しか し、

一次 的欲 求 を生 理学 的な仕組 み及 びホメオス タシス とい う点か ら説明す る こ と

には問題 がある。

一つ に は、一 部の欲 求 しか生理学的 に説 明で きない とい う誤解 を もた らして

いる点 である。 上記 した よ うに有斐 閣版 心理学辞 典 で は、飢 え、渇 き、排 泄、

睡眠 を生理的欲求 としてい る、 中島他(2005)で は一次 的欲求の例 として摂食、

飲水 、睡 眠 を取 り上 げ その生理 的 メカニズ ムを 中心 に解 説 してい る。 しか し、

原理 的 に言 えば、脳神 経科学 を含 む生理 的側面 か ら説 明 で きるのが一部 の行動

や心理 に限定 され るので は ない こ とは明 らかだ。脳神 経科学や生理学 は、 その

進歩 とと もに、 これ まで説 明で きない と思 われて いた心理 ・行動 の仕 組 み を説

明で きるように なって きた。飢 え、渇 き、睡 眠 な どはそ の生理学 的 メカニズ ム

が現時 点でかな り解 明 されてい る欲求 といえる に過 ぎない。現在 は生理 的メ カ

ニズ ムに触 れ られ るこ とのほ とん どない 親和欲 求や好 奇心 もいず れその脳生理

学的 メ カニズムが明 らか にされ るか も しれない。 また、逆の問題 点 として現在

生理学 的欲求 と呼 ばれる 欲 求 を、現在 わかってい る低 次 の生理 的メ カニズム に

強 く規定 された もの として誤解 して しまう危険性 があ る。上述 した よ うに、血

糖値 を.__.定に保 とう とす る生理 的 メカニズムはか な り詳 しくわか ってい るため

心理学概論書 の摂食 欲求 の説 明 にお いて紹介 され るこ とが多 い。 しか し、摂食

行 動 の生 起 に は社 会 的 ・文化 的要 因 な ど様 々 な要 因 が 関 わ って お り(今 田,

2005)、 現在 わか ってい る生理 的 メカニズムだけでは摂食の欲求 の生起 を充分 に

説 明で きないこ とは明 らかである。

この よ うな混 乱 は中島他(2005)の 記述 に も見 られ る。 この本 では、一次 的

欲求 につ いては、 「一次的欲 求(基 本 的欲求)に 分類 され る欲求 を複数示 レ そ

れぞれの欲求 が発現す る際 の生理学的要 因 と心理 学的要 因につ いて説 明せ よ。」

とい う質問 に答 える形 で解説 している。 その中で、摂 食 の欲求 について 関わ る

脳 の部位の働 きや関連 す るホル モ ンにつ いて説 明 した後 に 「摂食行動 は、生理

学 的 に見 る と、脳 と抹 消 の協 調作用 に よって始 ま り、や がて終了 す る ものであ

るが、実際 には さま ざまな要因が摂食行動 を修飾 してい る。習慣化 した食事 の
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時 間や、食べ物 の にお いや光景、特 にその味 は摂食行 動 の調節 に重要 な役割 を

果 た してお り、 これ には学習 ・記憶が深 く関与す る。」(p.262)と 述べ てい る。

これ は摂食行動 の記述 として は妥 当な ものであ るだろ うが、学 習が深 く関与す

る と結論付 けるこ とは一次的欲 求の説明 として奇妙であ ると言 わ ざるを得 ない。

ホメ オスタ シス につ いて は、欲求の生起 に影響 を与 える重要 な要因の一つ で

ある こ とには間違 い ないが、 あ くまで も一つ の条件 に過 ぎない。生理 的欲求 の

基本 的概 念 と して強調 す るこ とは誤解 を生 む。例 えば、Buck(1988)は 「生存

す るため に最 も必須 の 身体機 能一飢 え、渇 き、性 な どの ホメオス タシス性 欲求

一 は、動 機の 中で も最 も基本 的な もので あるとよ くい われて きた。」 としなが ら

も、 「近年 明 らか にな って きた ことは、多 くの行動がホ メオス タシス性動 因の充

足 には関係 ない ことtし か も事 実ホメオ ス タシス性動 因 は、動物 や人 間 の複雑

な行動 で はさほ ど重要 で はない とい うこ とであ る。飢 え、.渇き・温度調節 な ど

の動 因は、当然 の こ となが ら大変興味 深 く重要 な現象 であ るが、 もはやすべ て

の動機づ け現象 の原型 とはみ なされてい ない。」(畑 山監 訳sP.447)と 述べ てい

る。す なわち、人 間のみ な らず動物 において もホメオス タシス の役 割 は重 要な

ものでは ない とい うことになる。

動物行動 の研 究者 であ るHalliday(1983)は 、 この点 をさ らに詳 し く論 じて

い る。「行動が ある生理 的変数 の調節 に役 立つ との考 えに もとつ くモデルがある。

摂 食行動 が血糖値 や体 重 を調節 し、摂水 行動 が体 内の水 分 を調 整す る、 といっ

たか たちである。 こ う したモ デルは、摂食行動 や摂水行 動 の よ うな諸活動 につ

いて の理解 をい っそ う深め る上 でたいへ ん有用 なモデ ル とされて きた。 しか し

そのモ デルの運用 にあ た って は、数多 くの制 限条項 を考慮 す る こ とが重要 であ

る。」(浅 野他 訳,p.120)と 述べ、制 限条項 として・生理的変数 を充分 に一定 し

た状 態 に保つ の は行動 以外 の メカニズ ムの役割 が大 きいこ と、生理 的変数 は分

単 位や 時 間単位 の オー ダーで は な くもっ と長 い時間 をか けて調 節 され るこ と、

動 物 には生理機 能 を調 節 しない時期 が あ るこ と、 な どを挙 げ てい る。 そ して、

「『恒常性 を維持 す るた め に必要 なあれや これやの生理 的欲求 を反映 した ものが

動物 の動 機づ けであ る」 との考 えを証 明す る ような実験 的根拠 は ときた ま得 ら

れてい るにす ぎない。動物 の動機 づけが生理 的欲求 に対 す る自動 的調節装 置で

88



ある との考 えは、魅力 的で あ り説得力 をもってい る。 しか しそれ は事実 によっ

て保 証 され てはいない。」(浅 野他訳,P.122)と してい る。

この よ うな指摘 が既 にあ るに もかかわ らず、心 理学概 論書 にお ける一 次的欲

求 の説 明が変 わって いない のは、欲求 を捉 える新 しい枠組 みが ない ためだ と思

われる。

4.主 観 的 体 験 と して の 欲 求

上記 した問題点 を整 理 して欲求 とい う概念 を再検討 す るため には、動機 づ け

とい う名 の もとに扱 う対象が広が りす ぎた点 に 目を向け るべ きで ある。中 島他

(2005)で は 「動機 づ け(rno#ivation)」 につ いて、 「行動 が どの ような と きに起

こ り・継 続 し、 どの方向 を向いてい るか を説明す る時 に用 い られ る、行動 の 原

因全 般 を示す用語 である。」 とし、 さらに 「行 動の発現 と維持 に関わるすべ ての

要 因 を含 ん だ もの と把 握 で きる。」(P,259)と さ え述 べ て い る。 欧米 で は

Motivati。nの み を扱 った概 論書が い くつ か 出版 され てい る。例 えば、Ferguson

(2000)は398ペ ージに及ぶが、行動 が起 きる仕組 みが、脳生理 的メ カニズ ム は

も とより学習 、感 情、進化、社会 、文化 、 的側 面 について も解 説 してお り、 さ

なが ら心理学全般 の解 説書 の ようで ある。行動の起 きる仕組 み を説 明す るため

には これ は当然 の こ とか も しれない。 しか し、動機 や欲求 とい う概念 をあ い ま
S

いに して い る点は否 めない。心理 的概 念 としての欲 求 とは何 か を もう一度見 つ

めなおす必要があ る。

一つの捉 え方 として、欲 求や動機 といった概念 を過渡的 な意味 を持 つ にす ぎ

ない仲介変 数 とみ なす立場が ある。Halliday(1983)は 動物 の動機づ けを解説 す

る中 で、空腹 や渇 きといった諸動 因(仲 介変数)が 複 数の刺 激入力 と複 数 の行

動出力 との関係 を簡潔 に表現 す るの に役立つ場合 に はある程度 の説 明的価 値 を

持つ としてい る。た だ、動 因 を仮 定 して も入力 と出力 の関係 が うま く説明 で き

ない実験結 果 を示 して 「仲介 変数 を導入す る ことに よ り何 かが説 明 され る と考

えて はな らないので あって、何 が説 明 され るべ き現象 であ るかが 明 らか に され

る ことだけ であ る。」(浅 野他 訳,p,96)と 述べ、 さ らに 「仲介 変数 は、せ いぜ

い、 まだ知 られてい ない生 理 的な過程 に対 す る呼称 の よ うな もの にす ぎない。
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動 機づ け を扱 う数多 くの研究 の究極 的 な 目的は、 それ らの過程 が どの ように働

いてい るか を明 らか に し理解す る こ とで あ り、 それ によって、空腹 、渇 き、動

因 とい った概念 は不必要 な ものに なる。」(pp.96-97)と さえ述べ ている・ これ

は動機づ け を行 動 の生起 過程そ の もの と捉 えた場合 に当然行 き着 くべ き立場 と

い え るか も しれ ない。 しか し、人 間 を研 究対象 とす る心理学研 究者 の多 くは空

腹 や渇 きを過渡 的 な説明概念以上 の もの と して捉 えているのではない だろ うか。

そ こには 当然我 々の主観 的体験 の存在があ る。

我 々が行動 を生起す る過程 の中 で、「… を したい」 とい う主観 的知覚 ある

い は何 を したい か とい う目的 を自覚 で きることがあ る。 しか し、我 々が行 動す

る ときに上 記の主観 的知 覚 や 目的 の 自覚が ある とは限 らない。それ は 「無 意識

に して しまった」 や 「思 わず しで しまった」 といった表現 に端 的に表れている。

また、 目的の 自覚が正確 ではない ように思 える ときもある。例 えば、お なかが

す いた とい う自覚 の もとで食事 を したが、本 当は仕事が嫌 にな ったので逃避 の

ため に食事 をした、 とい うい うこ ともあ るか もしれない。精神分析 学 にお け る

合理化 や抑圧 とい う概念 は欲 求の 自覚 の危 うさを示 してい る もの と言 える。 こ

の ような理 由 もあ って、心 理学にお いて動機づ け とい う言葉が欲望 や欲 求 とい

う用語 に とって代 わった と言 える。 しか し、心理 学的概念 として の欲 求は、主

観的知覚 や 目的 の 自覚 を中心 と した概念 であるはずだ。 意識的知覚 と無 意識 の

境 界が あい まい であ り、本 人の 自覚 して いる感情分類が正確 とは 限 らない点 は

「感情」に もあて はまるが、主観的体験 と しての感情 があるのは明 らかである し、

その主観 的体験 を中心 に心理学 的に調査 ・検討 される。欲 求 とい う主観 的体験

をBuck(1988)は 次 の よ うに述べ てい る。 「我 々が見 たCannon説 が意味す ると

ころは、動機 づ け系 の状 態が、意識体験 の形で認知 に反映 される よ うな一種 の

直接 的 な体 験 が存 在 する とい うこ とであ る。 この主観的体 験 は即 時的 な直接知

であ る。つ ま り、 ち ょう ど大脳 が青 い色 であ る とか梨の味 とか を体験 す る仕方

を 「知 っている」 の と同 じように、大脳 は また痛 み、渇 き、性 的興奮 を体 験 し

た り、嬉 しさ、怒 り、恐 れ を体験 す る仕 方 を 「知 ってい る」ので ある。」(畑 山

監訳,pp.30-31)。

主観 的体 験 を基準 にす え る必要性 につ いて もう少 し詳 し く考 えてい くこ とに
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す る。行 動 の生起 にお いて 「… を したい」 とい う主観 的体験 が常 に伴 うも

ので は ない。例 えば、何 かがぶ つか りそ うにな った と きとっ さに 目をつぶ る、

こけそ うになった ときにバ ラ ンス を取 る、 とい った危 険 を回避 す るため に必要

な行動 は反射 的、無意 識的 に行 うほ うが確 実であ る。 ホメオス タシス を維 持す

る行動 で言 えば、体温 が低下 した ときの震 えは無 意識 的に起 こる反射反応 で あ

る。我 々が行 う行動 には こうい った反射 が多 く含 まれ ている。 意識的 に行 う飲

食 におい て も、咀囎 や嚥下 な どは反射 的行動 が含 まれている し、 コ ン トロー ル

しよう と思 えば意識的 にコン トロールで きる行 動で もほぼ 自動 的 に行 ってい る

場合 は多 い。 「… をしたい」 とい う主観的体験 を伴 わない これ らの行 動 の生

起過程 に 「欲求」 とい う心理 的概念 をあて はめ るこ とは、言葉 の 日常的 な意味

としては もちろんの こ と、構 成概念 や仲介変数 として も意味が ない場合 があ る。

しか し、次 に見 る ように心理学 辞典 や心理学概 論書 では この点が充分 に捉 え き

れていない。

有斐 閣版心理学辞典 の項 目 「欲求」 において、一次 的欲求 の一つ として呼吸

が挙 げ られ ている。 また、鹿取 ・杉 本(2004)で はホメオス タシス性 の動機 づ

けの一つ として空気(酸 素)へ の動機 づけが挙 げ られている。 運動 して体 内 に

酸素が不足す れば呼 吸が速 くな り多量 の酸素 を取 り入 れ ようとす る。 これ は体

内の糖 分が不足 した ときに不足 分 を摂取 しよう とす る ことと同 じように捉 えて

いるた めだろ う。 しか し、体 内の酸素 が不足 した ときに、食欲 と同様 に空気 を

欲す る欲求 を持 ち、 その結果 として呼吸 を早 め るだろ うか。 呼吸 を早 め るこ と

は意識 的な コン トロールの下 に も行 な えるが、意識 的 なコン トロー ル下 で はな

く普通 に運動 で呼吸 が速 くなった場合 、い くら注意 を向けて も呼吸が速 くなる

直前 に 「呼吸 を早 めたい」 とい う気持 ちを見 出す こ とはで きないので は ない だ

ろ うか。 む しろ、呼 吸が速 くなった と同時 に息が苦 しい と自覚 で きる とい うこ

とではないだろ うか 。 また、意識可 能か どうか を問題 に しない仲 介変数 として

欲求 を捉 える場合 で も、運動 に伴 い呼 吸が速 くなる とい う行動 の生起 過程 は比

較 的単純 で定型的 な ものであ り、心理 学的 な仲 介変数 を仮定す る必要が あ る と

は思 えない。

ここで もや は り確認 してお くべ きこ とは、行 動 の生起 す る過程 を生理学 的 に
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説明す る こ とは、 行動 を説 明 しようとす る観点 の問題で あ るとい うこ とだ。生

理学 的に説明で きる欲求 と説 明で きない欲求があ るとい うわけではない。 また、

上述 した ように中島他(2005)は ・一・次 的欲求 の解 説 において 「欲 求が発 現す

る際の生理学 的要 因 と心理学的要因 について説明せ よ。」と問題 設定 してい るが、

この ような表現 も同 じ過 ちを犯 してい るように思 う。 「現在 その仕組みが よ くわ

か ってい る低 次の生理 的過程 と心理学 的概念 に対応す る高次の生理 的過程 」 と

い った表現 の方が正確 なの ではないだ ろ うか。問 われ るべ きは、行動 の生起過

程 の どの部分 で我 々は 「… したい」 とい う主観的体験 を持 ち うるのか、あ

るいは、行動 の生起過程 の どの部分 で仲介変数が必要か、 とい うことであろ う。

この点 を次 に考 察 してい きたい。

アメ リカにおけ る代表 的な心理学概 論書であ るAtkinksan,Atltinson,Smith,Bem

&Nolen-Hoeksema(2000)で は 「動機づ け とは、 『行動 を発動 させ、方向づける

条件 で ある』。 それ は意識的 な欲求(食 物 、飲み物、性 的行動へ の欲求)と して

体験 されてい る。」(内 田監訳,PP、653-654)と 、動機づ けは意識的 な欲求 とほぼ

同義 と述べ てい る。 これは ここまで紹介 して きた動機 づ けの定義 よ りもか な り

狭い。そ して、動 機づ けに関す る説明 自体 は、 「何が動機 づ けを制御 しているの

だろ うか」 と問 いかけ、 「動機 づ けの原 因 は、脳 内や身体 の生理 的な活動 か ら・

文化や周 囲の者 との社 会的 な相互作用 まで含み、多様 であ る。」 として、渇 き、

空腹、性 的欲 求 とい った基本的動機 の原 因につ いて脳 か ら文化 まで幅広 く述べ

てい る。意識 的 な体験 とそ れを引 き起 こす原因 を分 けてい る とい う点 で、上記

で紹介 した 日本 の心理 学概 論書 よ りも考 えが整理 されてい るよ うに思 う。欲求

とい う構 成概念 自体 の意味 につ いてはあ ま り言及 してい ないが、 ホメオス タシ

ス につ いての以 下の記述 が参考 に なる。 「発 汗や震 えの ような身体的 な調節作用

によって脳 も一定 の状態 に保て るのであ る。 これ らの 身体 的 な反射で あ る発汗

によって体 を冷 し、筋運 動 に よって温 め るのであ る。不快 なほ ど暑 い と思 った

ときに心理 的な反応が動 き始め る。 た とえば、服 を脱 いだ り、 冷たい飲 み物 を

飲 んだ り、 日陰 を探 した りす る。」(内 田監訳,PP.662)

上述 して きた 日本 の心理 学辞 典や概論書 の一次 的欲 求 の記述 に な らえば、反

射 や 自律 神経系 の反応 か ら意識的 な対応 まで どれ も体 温 を一定 に保 つた めの反
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応 であ るので、体 温保持の欲求 とい った名称 が与 え られて も不思議 は ない し実

際 に体温 調節 が一次的欲 求の例 と して挙 げ られ る こともあ る。代 表 的 な一次 的

欲求 であ る渇 きにお いて も、体 内の水分 欠乏時 には、渇 きを感 じて水 を飲 む と

い う反応 がお きるだ けではな く、 腎臓 での水 分 回収 や発汗 の抑制 な どの反射 的

であ り当然無意 識的反応 を伴 うか らであ る。 この ような、意識 的無意 識 的諸 反

応 が ま とま って生命維 持の 目的 を果 た してい る例 は い くらで もあ る。例 え ば、

毒性 の あ る食物 を摂 取 した時 には反射的 な嘔吐が起 きるが、意識的 に嘔吐 しよ

う とす る場合 もあ る し、不味 い味やいつ もとは異 な る味や感触 か ら飲 み込 む前

に吐 き出 して しま う時 もあ る。 これ らは毒 物排 除欲 求 と呼べ ないだ ろうか。 ま

た、病気 に なった時 には身体 内で無意識的 な様 々 な免疫 反応 が起 きるだ けで な

く、 身体 を動 か さず じっ としてい る といった反応 も起 きる。食欲 はな くなるが、

場合 によっては薬効 のある食物 を選ぶ こ ともある。 チ ンパ ンジーで さえ、病気

あ時 に普段 食 べ な い薬 効 の あ る植物 を摂 取 す る こ とが知 られて い る(ハ フマ

ン ・小清水 ・大東,2000)。 これ ら一連 の反応 に健康 保持 の欲 求 とい った名称 を

与 えるこ とがで きるのでは ないか。 この ように現在 の一次的欲求 の定 義 に従 え

ば、生命維持 に関連す るすべ ての行 動 に 「… の欲求」 とい う言葉 をあて は

めて もおか しくはない。 しか しなが ら、実際 には摂 食や飲水 の欲求 を中心 に述

べ られ る。 これ らが、頻繁 に強 く主観的体 験 を引 き起 こすか らだ。 主観 的体験

に言及 す る こ とを避 けなが ら暗黙 の うちに前 提 と してい る と言 える。や は り、

Atki血so血etal.の ように、意識的 な欲 求 と して体験 され る、 と定義す る ことか ら

出発 すべ きである。

しか しなが ら、Atkinsonetal.は 主観 的体験 その もの について はほ とん ど説明

していない。体 温調節 の例 におい て も 「心理 的な反応 」 をこれ以上 詳 し く説明

していないが、暑 さ寒 さが意 識 に上 った時 に起 こ る反応 といえる。体 温保持 の

際 に、服 を脱 ぐ、冷 たい飲 み物 を飲 む、 日陰 を探す 、 といった例 が示 されてい

た。 こうい った反応 の特徴 は、定型 的な結 びつ きで はな く複数 の可 能性 か ら選

ぶ ことと随意筋の動 きを必 要 とす る ことであ る。欲 求 とい う心理 は全て の動物

が持 ってい る ようには思 えない。例 えば、昆 虫は反射的 な行動 の積 み重 ねでか

な り複雑 な行 動 を行 う。欲 求 を感 じるとい うこと 自体進化 の過程 で何 らかの必
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要性 に よ り生 まれ た心 的過程 と考 え られ る。欲 求が起 きるのは 自動 的反射的 な

反応 で は対処 で きない高次 な結 びつ きを必要 とす る場合 だ ろう。

5.今 後 の検 酎 課 題

本論 考 の結 論 と して言 いたい こ とは、心理学概 論書 が動機づ け特 に一 次的欲

求 の説 明で まず取 り上 げ るべ きは、現在 の ように欲求 の種類 を並 べ たて ること

では な く、欲 求 と して我 々が意識可能 なのは行動 の生起過程 の一部 に過 ぎない

とい うこ と、欲 求 は人 間が元 々生活 して いた環境 の中で有効 に働 くよ うに進化

して きた とい うこ とであ る。例 えば、我 々は健康 維持 に必要 な食物 すべ てに同

じように食べ たい とい う欲 求 を感 じる訳 で はな い。 もともと人間が進化 して き

た環境 で、複雑 な運動 を用 いて摂 取す る ものにたい して欲求 を感 じるよ うにな

った と推測 され る。

こ こまでの議 論 を踏 まえて、現代社 会 におけ る欲求 の拡張 とコン トロール と

い う問題 に立 ち戻 る。 心理学概 論書 で は一次 的欲求 は生命 維持 の ための合理 的

なシス テム と して解説 され る。 しか し、一方 で我 々は欲 す るままに食べ ること

はむ しろ健康 を害す る こ とだ と捉 えてい る。 この ようなずれ は摂 食の欲求 だけ

に限 られ る ことではな く、欲 求全般 にあて はまる可能性 のあ るこ とで ある。欲

求 の コ ン トロー ルの必要性 は、現代 の消 費社会 や市場 原理 に基本 的 な疑 義 を投

げかける重要 な問題で あ る。 しか しこれ まで は、 文化 、思想、教 育の問題 とい

う捉 え られ方が 一般的 であ り、 心理学 的 に取 り上 げ られ る ことが ほ とん どなか

った よ うに思 う。 これ は、欲求 として意識 す るまたは場 合 に よって意識 可能 な

のは行 動 の生起過 程の一部 であ る、 とい うことに よって理解で きる と考 え られ

る。意 識 とその働 きの理解 は、 非常 に大 き く困難 な問題 で あるが、心理 学や脳

科 学 において取 り組 まれつつ あ る。欲 求概念の再検討 において も、意識 その も

の の研 究 と結 びつ けた論考が今後 必要 で ある。 また、現代社 会 にお いて欲 求の

コ ン トロールの必 要性 が生 じた ことは、誤 った学習 に よるだけで な く、 一・次的

欲 求の働 きと現 代社会 の環境のず れに よ り生 じた内在 的な原因 に もよる。 その

原因 につ いては、欲求 の働 きを進化論 的視点で捉 えなおす こ とで理解 で きる と

考 えられ る。
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本論 はほぼ問題提 起 に終始 して しまったが、今後 は、 よ り具体 的に欲 求 を取

り上 げ なが ら、その生起過程 におけ る主観的体験 を吟 味 し、 その進化 的な働 き

を検討 してい く必要 がある と考 えてい る。

(本学助教授)
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